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本研 究で は、骨組 織 の主要 成分
であ り、細胞 親 和性 な ど、生 体親
和性 を有す るアパ タイ ト(Ap)を
任 意の形状 で配 列す る こ とで 、人
工骨、 その他細 胞セ ンサー な ど種
々の機 能材 料へ の応用 を 目指 して
い る。
これ まで に毛細 管マ イ ク ロモ ー
ル ド(MIMIC)を利 用 す る こ とで
、 シ リカ微 粒 子(10ｵm)が 流 路 形 状 に よ らず流 路 に 沿 って規 則 的 な充填 構 造 を有 しなが
ら積層 す る こ とを確認 した 。 また シ リカ微粒 子 を充填 した 状 態 で ゲル の 鋳型 重 合 を行 い
、 その 後 シ リカ を溶 解 除 去 す る こ とに よ り、マ イ ク ロパ タ ー ン化 した ゲ ル 多 孔 体 ア レイ
を基 板 上 に作 製 す る こ とに成 功 した。 作 製 した ゲル は 、温 度 応 答性 高 分 子 部位 と、 リン
酸 基 を 有 す る 高 分 子 部 位 か ら な り、 前 者 用 の モ ノ マ ー と してN-isopropylacIylamide(
NIPAAm)、後者 用 の モ ノ マ ー と してmethacryloyloxyethylphosphate(MOEP)また は
acidphosphoxypolyoxyethyleneglycolmono-methacrylate(PhosmerPE)を用 い た。
Fig.2に(a)シリカ微 粒子充填後
にPDMSモ ール ドを取 り外 した基
板、(b)ゲ ル作製後 のシ リカ／ゲ
ル複合 体、(c)HFに よるシ リカ
エ ッチ ング後 の ゲル 多 孔体の表 面
観察結果 を示す。 規則 的に充填 し
たシ リカ微粒 子 の構 造 体が流 路 に
沿ってパター ン化 している様 子が観 察 され た(Fig.2a)。粒子 は六方配列 を主 として部
分的に四方配列 を取 りなが ら充填 してお り、構 造体 は明確 な角部や端部 を有 してい た。
また、流路 の高 さを制御す るこ とで、単層 状の微粒子パ ターンを作製 す るこ とも可能 で
あった。 シ リカ／ゲル複合体の観 察 によ り、微粒子 は六方 の積層構造 を崩す ことな く、
ゲル と複合化 している ことが観察 された(Fig.2b)。Fig.2cはエ ッチング処理 に よ り多
孔化 したゲルの表面観 察結果 を示 してい る。表面開 口部は六方配列 してお り、鋳型 と し
たシ リカ粒子 とほぼ等 しい大 き さを持 っていた。 また壁 面の連結孔 を介 して孔 同士が互
いに連結 してい ることがわかった。
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